
南丹農業改良普及センターだより

普及センターからのお知らせ
平成16年から「普及センターだより」として、農業現場のうごきや、普及センターの取組

等の情報を皆さまにお届けしておりましたが、環境負荷低減の観点から、紙面での発行を昨
年度で終了させていただくことになりました。今後は、普及センターのメール配信（登録方
法は右のQRから空メールを送信）やホームページで情報を発信してまいりますので、引き続
きご覧くださいますよう、よろしくお願いします。
南丹農業改良普及センターHP https://www.pref.kyoto.jp/nantan/no-nokai/

Topics
・普及センターの活動について
・農作業安全、農薬適正使用について
・表彰者紹介
・退任・新任農業士の紹介
・New Face（新任所長・新規採用職員紹介）

テーマ「普及計画これからの3か年」



京
都
丹
波
農
業
を
支
え
る
担
い
手
育
成

普
及
セ
ン
タ
ー
で
は
、
新
規
就
農
希
望
者
や
就
農
後
間

も
な
い
人
等
を
対
象
に
『
京
都
丹
波
就
農
サ
ポ
ー
ト
講

座
』
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
は
平
成
8
年
度
か
ら
名

称
を
変
え
な
が
ら
継
続
し
て
い
る
農
業
の
基
礎
知
識
習
得

を
目
標
と
し
た
講
座
で
す
。
栽
培
技
術
や
病
害
虫
防
除
な

ど
座
学
を
中
心
に
、
先
輩
農
家
の
ほ
場
見
学
や
受
講
生
同

士
の
横
の
繋
が
り
を
作
る
た
め
の
交
流
会
も
開
催
し
て
い

ま
す
。
令
和
6
年
度
は
19
名
の
方
が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。

す
で
に
農
業
に
従
事
さ
れ
て
い
る
方
や
研
修
中
の
方
、
退

職
後
に
本
格
的
に
取
り
組
も
う
と
思
っ
て
る
方
等
、
様
々

な
状
況
の
方
に
受
講
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
「
基
礎
を

幅
広
く
学
べ
て
よ
か
っ
た
。
」
、
「
生
産
者
の
圃
場
を
見

た
の
が
参
考
に
な
っ
た
。
」
等
の
感
想
が
あ
り
ま
し
た
。

今
後
の
南
丹
地
域
の
農
業
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
た
だ
く

こ
と
を
期
待
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
令
和
6
年
度
か
ら
、
就
農
後
数
年
経
ち
、
更
な

る
経
営
管
理
の
知
識
習
得
を
目
指
す
方
を
対
象
に
『
農
業

経
営
基
礎
講
座
』
を
開
講
し
ま
し
た
。
講
座
で
は
、
経
営

状
況
を
把
握
・
分
析
す
る
と
と
も
に
、
中
長
期
的
な
経
営

プ
ラ
ン
を
策
定
し
て
行
動
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

令
和
6
年
度
は
10
名
の
方

が
受
講
さ
れ
ま
し
た
。
栽

培
面
だ
け
で
な
く
、
経
営

面
も
考
え
て
、
さ
ら
に
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
し
た
農
業
経

営
を
目
指
し
て
い
た
だ
き

た
い
で
す
。

ど
ち
ら
の
講
座
も
令
和

7
年
度
も
開
講
を
予
定
し

て
い
ま
す
。
サ
ポ
ー
ト
講

座
の
受
講
生
募
集
案
内
を

掲
載
し
て
い
ま
す
の
で
、

併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

南
丹
地
域
の
農
業
産
出
額
は
、
京
都
府
内
全
体

の
26
％
を
占
め
て
お
り
、
ま
た
丹
波
ブ
ラ
ン
ド
と

し
て
有
名
な
黒
大
豆
、
小
豆
、
栗
の
産
地
で
も
あ

り
ま
す
。
し
か
し
高
齢
化
や
農
業
従
事
者
の
減
少

に
よ
り
産
地
の
維
持
が
難
し
く
な
っ
て
き
て
い
ま

す
。
こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
農
業
に
携
わ
り
地

域
の
担
い
手
と
な
る
方
を
増
や
し
て
い
く
こ
と
を

目
的
に
、
令
和
6
年
度
～
8
年
度
の
3
年
間
、

『
京
都
丹
波
就
農
サ
ポ
ー
ト
講
座
』
と
『
経
営
基

礎
講
座
』
の
開
催
を
計
画
し
て
い
ま
す
。

普及計画の紹介

京
都
府
で
は
有
機
農
業
、
京
都
こ
だ
わ
り
栽
培

な
ど
化
学
肥
料
・
農
薬
を
過
度
に
使
用
し
な
い
農

業
を
推
進
し
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
農
業

で
活
用
さ
れ
る
技
術
は
、
府
内
で
実
施
事
例
が
少

な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
技
術
実
証
を

経
て
、
普
及
で
き
る
ア
イ
テ
ム
と
す
る
と
と
も
に
、

生
産
物
の
販
路
拡
大
支
援
、
学
校
給
食
に
供
給
す

る
米
の
生
産
確
立
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

近
年
気
候
変
動
に
よ
り
集
中
豪
雨
や
高
温
干
ば

つ
等
が
多
発
し
て
お
り
、
作
物
生
産
が
難
し
く
な

っ
て
き
て
い
ま
す
。
特
に
地
域
の
特
産
で
あ
る
黒

大
豆
・
黒
大
豆
エ
ダ
マ
メ
は
収
量
・
品
質
と
も
に

厳
し
い
状
況
が
続
い
て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
状

況
下
で
、
農
産
物
の
安
定
生
産
を
支
援
す
る
た
め
、

黒
大
豆
・
黒
大
豆
エ
ダ
マ
メ
に
対
す
る
か
ん
水
・

遅
ま
き
の
技
術
確
認
と
そ
の
波
及
、
環
境
負
荷
低

減
に
向
け
た
緑
肥
利
用
支
援
お
よ
び
気
候
変
動
に

適
応
し
た
技
術
確
立
と
い
う
３
つ
の
柱
を
中
心
に

現
地
実
証
を
行
い
、
普
及
を
進
め
ま
す
。

当普及センターでは令和６年度からの３年間の取組みとして「人づくり」、「ものづくり」
及び「食と農の安心安全づくり」を３本柱とし、各課題ごとにチーム活動を行っています。
今号では、各課題の取組状況についてご紹介します。

農業・農村を支える人づくり需要に応えるものづくり食と農の安心・安全づくり

農業経営基礎講座のようす



気
象
条
件
に
適
応
し
た
栽
培
技
術
の
定
着
に
向
け
て

令
和
６
年
度
は
令
和
５
年
度
に
引
き
続
き
夏
期
か
ら
秋
期

に
か
け
て
高
温
・
少
雨
と
な
り
厳
し
い
気
象
条
件
と
な
り
ま

し
た
。
こ
の
よ
う
な
環
境
下
で
の
安
定
的
な
栽
培
に
向
け
、

黒
大
豆
栽
培
の
う
ね
間
か
ん
水
の
実
証
や
ミ
ズ
ナ
の
品
種
試

験
等
を
行
い
ま
し
た
。
黒
大
豆
の
う
ね
間
か
ん
水
で
は
、
一

定
の
収
量
を
確
保
す
る
こ
と
が
で
き
た
事
例
も
あ
っ
た
一
方

で
、
大
き
な
ほ
場
で
は
端
ま
で
水
が
行
き
渡
ら
な
い
等
と
い

っ
た
課
題
も
明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。

ま
た
、
化
学
肥
料
の
価
格
高
騰
や
供
給
の
不
安
定
化
に
対

応
す
る
技
術
と
し
て
、
緑
肥
を
活
用
し
た
水
稲
栽
培
の
実
証

も
行
い
ま
し
た
。
化
学
肥
料
を
施
用
し
た
ほ
場
と
緑
肥
す
き

込
み
に
よ
る
ほ
場
の
比
較
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
収
量
・
品
質

と
も
に
同
等
と
い
う
結
果
が
得
ら
れ
ま
し
た
。

令
和
７
年
度
は
黒
大
豆
・
黒
大
豆
エ
ダ
マ
メ
の
安
定
生
産

に
向
け
、
効
率
的
な
か
ん
水
方
法
の
実
証
を
行
う
と
と
も
に

今
年
度
に
続
き
、
か
ん
水
技
術
研
修
会
を
実
施
し
技
術
の
普

及
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

緑
肥
利
用
支
援
で
は
、

環
境
負
荷
を
低
減
し
た

農
作
物
生
産
の
拡
大
を

目
指
し
、
緑
肥
活
用
技

術
の
普
及
を
進
め
て
い

き
ま
す
。

今
後
も
厳
し
い
気
象

条
件
が
続
く
と
想
定
し

て
、
地
域
の
特
性
に
則

し
た
安
定
的
な
栽
培
技

術
の
確
立
の
た
め
に
、

試
験
研
究
機
関
等
で
実

証
さ
れ
た
技
術
を
基
に

様
々
な
技
術
の
実
証
、

普
及
推
進
を
行
い
ま
す
。

環
境
負
荷
低
減
を
目
指
し
て

近
年
、
猛
暑
や
ゲ
リ
ラ
豪
雨
な
ど
気
候
変
動
や
生
物
多

様
性
の
低
下
な
ど
、
農
業
を
取
り
巻
く
環
境
が
大
き
く
変
化

し
て
い
ま
す
。
農
業
に
お
け
る
環
境
負
荷
の
低
減
を
目
指
す

た
め
、
今
年
度
か
ら
３
つ
の
取
組
み
を
進
め
て
い
ま
す
。

１
つ
目
は
、
化
学
肥
料
・
農
薬
の
代
替
技
術
の
普
及
活
動

で
す
。
緑
肥
作
物
に
着
目
し
、
肥
料
効
果
だ
け
で
な
く
病
害

虫
や
雑
草
の
抑
制
効
果
に
つ
い
て
府
生
物
資
源
研
究
セ
ン
タ

ー
と
共
同
で
調
査
に
取
り
組
み
、
一
定
の
成
果
を
得
ま
し
た
。

さ
ら
に
来
年
度
は
施
設
野
菜
の
害
虫
対
策
と
し
て
土
着
天
敵

を
用
い
、
化
学
農
薬
だ
け
に
頼
ら
な
い
防
除
技
術
の
検
証
に

取
組
み
ま
す
。

２
つ
目
は
、
有
機
農
産
物
な
ど
特
徴
あ
る
生
産
物
の
販
路

拡
大
で
す
。
こ
の
よ
う
な
生
産
物
は
管
理
の
コ
ス
ト
等
が
高

く
、
適
切
な
評
価
で
の
販
売
が
必
要
で
す
。
生
産
物
の
特
徴

を
消
費
者
に
伝
え
ら
れ
る
よ
う
、
情
報
発
信
に
あ
た
っ
て
の

技
能
向
上
等
、
販
売
活
動
に
活
用
で
き
る
支
援
を
行
い
ま
す
。

３
つ
目
は
、
オ
ー
ガ
ニ
ッ
ク
ビ
レ
ッ
ジ
宣
言
を
行
っ
た
亀

岡
市
を
中
心
と
し
た
支
援
で
す
。
亀
岡
市
の
学
校
給
食
米
は

有
機

認
証
に
相
当
す
る
米
を
目
指
す
中
、
低
収
や
雑

草
多
発
が
問
題
と
な
っ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
、
収
量
確
保

の
た
め
雑
草
抑
制
法
や
有
機

認
証
栽
培
で
も
認
め

ら
れ
る
施
肥
の
実
証
・
普
及

を
中
心
に
取
組
み
を
進
め
ま

す
。そ

の
他
、
化
学
肥
料
・
農

薬
を
慣
行
か
ら
３
割
減
ら
す

「
京
都
府
み
ど
り
認
定
」
の

推
進
に
も
取
組
ん
で
い
ま
す

の
で
、
関
心
を
お
持
ち
の
方

は
普
及
セ
ン
タ
ー
ま
で
御
連

絡
く
だ
さ
い
。

ト
ラ
ク
タ
の
運
転
時
は

ヘ
ル
メ
ッ
ト
・シ
ー
ト
ベ
ル

ト
の
着
用
を
！

農
作
業
中
の
死
亡
事

故
は
、
農
業
機
械
の
操

作
に
伴
う
も
の
が
７
割

を
占
め
、
そ
の
約
半
数

が
乗
用
型
ト
ラ
ク
タ
に

よ
る
も
の
で
す
。

運
転
時
に
は
ヘ
ル
メ

ッ
ト
・
シ
ー
ト
ベ
ル
ト

を
着
用
し
、
重
大
な
事

故
の
発
生
を
未
然
に
防

ぎ
ま
し
ょ
う
。

農
薬
使
用
は
安
全
に
！

農
薬
の
使
用
に
際
し

て
は
適
用
作
物
や
使
用

濃
度
に
十
分
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
農
薬
の
使
用

前
に
は
ラ
ベ
ル
を
改
め

て
確
認
し
、
使
用
後
は

忘
れ
ず
に
帳
簿
に
記
録

し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

ド
リ
フ
ト
に
よ
る
誤
散

布
に
十
分
注
意
し
、
風

の
強
い
日
は
薬
剤
散
布

を
延
期
す
る
等
の
措
置

を
取
っ
て
く
だ
さ
い
。

かん水方法について現地で実演

乗用除草機の実演風景
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令
和
6
年
度
表
彰
者
の
紹
介

・黄
綬
褒
章
受
章
者

人
見

政
章
（
亀
岡
市
）

眞
継

公
哉
（
亀
岡
市
）

・農
事
功
績
表
彰
者

（
公
益
社
団
法
人

大
日
本
農
会
）

藤
村

幸
二
（
亀
岡
市
）

・京
都
府
農
林
水
産
業
功
労
者
表
彰

【
亀
岡
市
】
黒
田

幹
男
（
農
業
）

矢
倉

義
昭
（
農
業
）

【
南
丹
市
】
小
槻

忠
行
（
林
業
）

川
見

一
郎
（
農
業
）

小
中

昭
（
水
産
業
）

農
事
組
合
法
人

竹
井
営
農
組
合
（
農
業
）

【
京
丹
波
町
】
鈴
木

基
司
（
畜
産
業
）

道
の
駅

「
京
丹
波

味
夢
の
里
」

農
産
物
等
直
売
所

出
荷
者
協
議
会

・若
手
農
林
漁
業
者
表
彰

【
亀
岡
市
】
中
川

喬
之
（
農
業
）

中
川

剛
志
（
林
業
）

【
南
丹
市
】
内
藤

正
仁
・
内
藤

美
香
（
農
業
）

・農
山
漁
村
伝
承
優
秀
技
能
（匠
）認
定
者

【
亀
岡
市
】
平
井

賢
次
（
農
の
匠
）

「
ア
サ
ヒ
メ
ロ
ン
の
栽
培
」

退
任
農
業
士
の

み
な
さ
ん

お
世
話
に
な
り
ま
し
た

青
年
農
業
士

戸
田

康
裕
（
亀
岡
）

青
年
農
業
士

中
西

文
彦
（
南
丹
市
）

指
導
農
業
士

片
山

里
史
（
京
丹
波
町
）

今
年
度
、
当
普
及

セ
ン
タ
ー
に
配
属
に

な
り
ま
し
た
松
本
で

す
。
京
都
市
や
山
城

で
の
勤
務
が
長
く
、

南
丹
地
域
の
配
属
は

初
め
て
で
す
。

南
丹
地
域
は
、
農

業
者
の
方
々
の
卓
越

し
た
技
術
に
よ
り
京

の
ブ
ラ
ン
ド
産
品
を

は
じ
め
と
す
る
多
く

の
農
産
物
が
生
産
さ

れ
て
お
り
「
京
の
台

所
」
を
支
え
る
食
の

宝
庫
で
す
。

普
及
セ
ン
タ
ー
職

員
と
し
て
、
農
業
者

の
方
々
の
生
産
を

お
手
伝

い
や
南
丹
地
域
の
農

産
物
フ
ァ
ン
と
し
て

「
推
し
活
」
を
進
め

て
い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。
ど
う
ぞ
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

４
月
か
ら
南
丹
農

業
改
良
普
及
セ
ン
タ

ー
に
配
属
な
り
ま
し

た
。
亀
岡
市
ひ
え
田

野
町
、
吉
川
町
、
旧

亀
岡
町
を
担
当
さ
せ

て
い
た
だ
い
て
い
ま

す
。
し
ば
ら
く
京
都

か
ら
離
れ
て
い
た
の

で
、
久
し
ぶ
り
の
京

都
の
暑
さ
、
寒
さ
を

身
に
染
み
て
感
じ
て

い
ま
す
。

分
か
ら
な
い
こ
と

ば
か
り
で
、
周
囲
の

方
々
に
助
け
ら
れ
な

が
ら
毎
日
過
ご
し
て

い
ま
す
。
農
家
の

方
々
や
先
輩
方
か
ら

学
び
な
が
ら
、
一
人

前
の
普
及
員
に
な
れ

る
よ
う
に
頑
張
り
ま

す
！
皆
様
の
お
役
に

立
て
る
よ
う
精
進
し

て
い
き
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

農業の基礎知識が学べる「令和７年度京都丹波就農サポート講座」の受講生を募集します。
●日時 令和７年５月～１０月までの平日午後開催(全７回予定)
●場所 京都府園部総合庁舎ほか
●対象 ・原則、全日程出席可能な方

・南丹地域の農業の担い手として基礎技術習得が必要な方(概ね50歳未満)
・障がい者就労支援施設の支援員

●内容 農業に関する基本的な事項(栽培技術、土壌肥料、病害虫防除等) ※関連記事はP２に掲載
●定員 １５人程度(書類選考の上、５月上旬に受講決定通知を送付します)
●募集期間 ３月２１日(金)～４月１８日(金)に申込書に必要事項を記入の上、郵送、持参、FAX、電子メールのいずれか

で普及センターまで申し込みください。(申込書、カリキュラム等詳細は２月下旬～３月上旬ころにHPにア
ップします。)

新
任
農
業
士
の

み
な
さ
ん

指
導
農
業
士

堤

博
明
（
南
丹
市
）

青
年
農
業
士

丸
井

諒
平
（
南
丹
市
）

新
任
所
長
・新
規
採
用
職
員
紹
介

新
任
所
長

松
本
瑠
美

新
規
採
用
職
員

松
田
早
詠

み
な
さ
ん
、

誠
に
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

編
集
・発
行

京都府南丹広域振興局
農林商工部
南丹農業改良普及センター

京都府南丹市園部町小山東町藤ノ木２１
Tell 0771-62-0665 FAX 0771-63-1864
ホームページ http://www.pref.Kyoto.jp/nantan/no-nokai
E-mail nanshin-no-nantan-nokai@pref.kyoto.lg.jp

（
敬
称
略
）

「
守
る
」
「
つ
な
ぐ
」

「
広
げ
る
」

http://www.pref.kyoto.jp/nantan/no-nokai

